
併願受験コース

4月11日（土）開講！高卒生向け

&

発見する喜び、考える楽しさを味わうなら

大学受験日曜講座
渋谷区代々木 2-23-1 ニューステイトメナー116

●1０名限定の少人数制・特別集中コースです。
●毎日（月～金）朝から対面授業。動画で復習もできます。
●カウンセリング＆コーチングでメンタル面もしっかりサポート。
個別説明会・相談会実施中！Zoomでもご相談いただけます。

TEL：0120-777-169 goukaku@nichiyo-kouza.com



文系時間割(1学期：4月～7月 2学期：9月～12月)
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講義・演習

■ICU受験対策（人文社会科学・総合教養ATLAS・英語リーディング・英語リスニング）
ICUに必要な全科目の対策を行います。哲学や言語，戦争や資本主義，進化，宇宙といった文系・理系にとらわれない多様なテーマを扱
うことで，知的好奇心を深めつつ論理的・批判的な思考力を養います。慶應ＳＦＣや早大政経受験にも役立つ幅広い知識を身につけて，
世界を見る目の解像度を高くしましょう。自然科学受験で物理・化学を選択する人は，この授業とは別に対策を実施します。

■英文法・語法
英文法・語法を体系的に整理しなおすことにより，単なる「知識」ではない，英文解釈の土台となる文法力・語法力を確立します。空所補充
などの頻出文法・語法問題はもちろんのこと，国公立大の下線部和訳・作文にも対応できる力を養成します。講義は，文法用語の解説を
含めた説明→問題演習→解説という形式で進められますから，どこで考え違いをしているかがはっきりとつかめます。

■英語構文・英文精読
短文を精密に読むことこそ,英語力を伸ばす近道です。この講座では構文を用い，英文の構造を正しく把握する訓練を積み，正確な英文
読解力・英文構築力の確立を目指し，国公立大にも十分対応できる力を養成します。最初はちょっと苦しいかもしれませんが，講義が進
むにつれ，英文の構造が立体的に見えてくるようになります。

■英語長文読解
読解問題は入試英語の要です。この講座では長文の読み方・解き方を基礎から学び，全体の内容を的確に把握する力を養成します。主に
良質の入試問題をテキストとして扱うので，学習が進むに連れて出題傾向もつかめるようになります。また，英文の出題テーマに関する
背景知識についても随時解説していきますから，英語力のみならず，書かれた内容を理解する力や知的教養も身につき，英語を読むの
が楽しくなります。

理系時間割(1学期：4月～7月 2学期：9月～12月)
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英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ 共テ数②
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■講義 ■演習（無料・参加自由）■講義（無料・参加自由） ■講義（有料オプション）

■講義 ■演習（無料・参加自由）■講義（無料・参加自由） ■講義（有料オプション）



■現代文
日本語の文章を正確に読み理解することは，あらゆる学問の土台となります。文章を正確に読む技術と，思考の道筋のたどり方
を重点的に学び，“勘”に頼らずに解答できる読解力と論理的思考力を身につけます。

■古文
品詞，動詞・助動詞の活用，重要単語の整理など，体系的に知識を整理して入試問題を解くための土台を作るとともに，テキストの音読を通じ，
古典の「言語感覚」を身につけます。２学期以降は，身につけた知識を読解問題に活用する方法を学びます。講義と並行し古文常識や文学史など
の知識も整理していきます。

■漢文
訓読の基礎・再読文字・句形・単語など，漢文読解に必要なルールを基礎から学び，入試問題を通じて漢文を正しく読む力を習得します。漢文世
界にも親しめるよう，文学史の解説も随時行います。

■数学IAIIBC
IAIIBCの内容を，より有効に，体系的に理解できるよう，入試で問われるテーマ別に編成し直し，１講に２テーマずつ丁寧に学習します。前半は各
単元の重要事項の整理と正しい論理の使い方を中心に数学の基礎体力作りを図り，後半はより応用的，融合的な問題を通じで，前半に獲得した
知識と思考に磨きをかけ，入試に必要な数学力を完成させます。

■数学IIIC
良質な入試問題の演習を中心に，「公式・定理の本質的意味とその使い方」，「計算の技巧」を柱に，数学Ⅲおよび数学Ｃ（行列，いろいろな曲線）の
範囲で重要なことはもれなく解説します。特に「意味」の理解とそれに基づく思考を重視しますから，問題が「何となく」ではなく，分かって解ける
ようになっていきます。

■共通テスト対策数学IAIIB
共通テストの数学の得点力を確実に高めるためのすべてを解説します。基本的な問題を通しての知識の整備計算力の充実から始め，後半は，実
戦的な問題演習によって，共通テストの数学がどういうものかの理解を深め，同時に問題解法の技術・点の取り方の習得を図ります。

■世界史
「世界史」が，現在の世界と繋がっていることを実感してもらえるよう，時代別・地域別に歴史の流れを講義します。参考資料を多用し，単なる暗
記ではなく体系的に理解できるように努めます。

■ハイレベル英語
読解問題は入試英語の要です。この講座では長文の読み方・解き方を基礎から学び，全体の内容を的確に把握する力を養成します。主に良質の
入試問題をテキストとして扱うので，学習が進むに連れて出題傾向もつかめるようになります。また，英文の出題テーマに関する背景知識につ
いても随時解説していきますから，英語力のみならず，書かれた内容を理解する力や知的教養も身につき，英語を読むのが楽しくなります。

■物理
重要な事項の確認によって，物理の基本的な考え方を身につけ，例題の解説を通して，原理・公式の使い方など，問題解法をマスターすることを
目指し，難関校入試にも対応できる学力を構築します。1学期は力学と波動，2学期は熱・電磁気・原子の各単元を扱います。例題で取り上げる各
テーマに対しては演習題をつけて理解・思考力の充実を図ります。

■化学
理論化学と有機・無機化学を通年で扱います。事実を知識としてただ覚えるだけにとどまらず，その現象や反応が起きる背景を理解し，思考力・
洞察力を鍛えます。本質をより深く理解し，体系化された明快な解法を身につけることを目指します。

■英検準１級対策
英検準１級の一次筆記試験の対策を行います。準１級の資格があれば、MARCHなどの併願校の受験に有利になります。

■スピーキング対策（個別指導）／ライティング対策（個別指導）
TOEFL／IELTS／GTEC／TEAP／Cambridge／英検などの対策です。個別指導なので、好きな時に学習できます。

■慶應小論文（夏期・冬期）
小論文と作文はどこが違うのか。小論文の書き方の基本から，資料読解・分析に必要な知識の補充まで行います。大学入学後も役に立つ分析力・
記述力を養います。なお，答案は講師が個別に添削・返却します。

■総合型選抜対策（個別指導）
出願書類と課題の作成を指導します。個別指導なので、好きな時に学習できます。

■脳力アップトレーニング
「計算ドリル」…四則演算に始まって，n進法，判断推理，比例計算，文章題など，将来の就職試験にも役立つ，常識としておきたい様々なテーマ
を扱うことで，上手な考え方・計算方法を身につけます。同時に，このプロセスを通して集中力を高め，論理的な思考に欠かせない短期記憶力を
磨きます。

「ATLAS対策」…３分程度の長さの日本語の文章を聞き，書き取ることを通して，上手に素早くメモを取る力，思い出す力，話のポイントをつか
む力，要約・説明する力，の向上を図ります。

■共通テスト対策・英語リスニング演習／英語リーディング演習
英語力だけでなく情報処理能力が必要とされる，共通テストのリーディングとリスニングに対応できるよう演習問題を通して準備します。

■共通テスト対策・国語演習
共通テスト科目の中でも，安定して高得点を維持するのが難しいのが国語です。演習問題を通して基本的な力を養うとともに弱点を発見し，共
通テスト特有の出題に対応できるよう準備します。 

■チェックテスト
英単語・英熟語・漢字など,自分一人ではつい後回しにしてしまいがちな学習をサポートし,しっかり定着させます。

日曜講座が考える“受験勉強”
大学受験とは，文字どおり大学の入学試験を受けるということですから，当然，受験勉強の目的も，「合格」という一点に集約されるわけです。しかし，「とにかく受
かればよいのだ」という態度で，必要な知識を受験でしか使えないような形で詰め込んでいくのはあまりに虚しいし，そんなことに人生の大切な時間を費やして
もらいたくない。
どうせなら，「なぜだろう？」「どうしてこうなるのだろう？」という疑問を常に持ち，調べ，考え，友達と話し合い，それでもわからなければ先生に質問する，わ

かったことは自分なりにノートにまとめる，自分がわかっていることをわからないで苦しんでいる友達がいたら教えてあげる，といったことを大切にして欲しい。
それによって，物事の本質に対する理解は深まり，思考力が鍛えられ，重要なことが頭の中へ入りやすくなるでしょうし，さらには，学ぶことが楽しくなり，結果，

効率よく「合格」への道を歩むことができるのですから。
educateの語源は「能力を導き出す」です。日曜講座では「理解する」ことと「考える」ことを第一に，意味のある勉強を可能にする講義，環境，雰囲気作りを心

がけ，あなたの能力を最大限に引き出します。日曜講座でbrush upされた頭脳は，あなたを合格に導くだけでなく，大学に入ってからも，あるいは社会に出て
からも有効に機能する大きな財産となることでしょう。



受講料 

【オプション講座（別料金）】

・英検準１級一次試験対策
・TOEFL／IELTS／GTEC／TEAP／Cambridge／英検二次 スピーキング対策（個別指導）
・TOEFL／IELTS／GTEC／TEAP／Cambridge／英検二次 ライティング対策（個別指導）
・慶應SFC小論文対策（夏期講座／直前講座）
・慶應SFC英語対策（夏期講座／直前講座）
・総合型選抜対策（個別指導）

【受講料に含まれるもの】
・大手予備校主催の模試（1学期３回／2学期３回）
・ICU模試（1学期１回／2学期１回）
・個別面談（週１回）
・講義テキスト,演習テキスト,チェックテスト用教材

コース名 入会金（税込） 学期別受講料（税込） 一括払受講料（税込）

003 国公立大受験コース[理系][文系] ￥20,000
1学期 ￥430,000
2学期 ￥430,000

￥840,000

003 難関私大受験コース[理系][文系] ￥20,000
1学期 ￥430,000
2学期 ￥430,000

￥840,000

009 ICU＋難関私大併願コース[文系] ￥20,000
1学期 ￥580,000
2学期 ￥580,000

￥1,140,000

010 ICU＋SFC＋難関私大併願コース ￥20,000
1学期 ￥580,000
2学期 ￥580,000

￥1,140,000

011 ICU＋難関私大併願コース[理系] ￥20,000
1学期 ￥580,000
2学期 ￥580,000

￥1,140,000

012 ICU単願受験コース ￥20,000
1学期 ￥580,000
2学期 ￥580,000

￥1,140,000

013 ICU transfer / re-entry コース ￥20,000
1学期 ￥350,000
2学期 ￥350,000

￥680,000

014 英語特化コース ￥20,000
1学期 ￥350,000
2学期 ￥350,000

￥680,000

015 数学特化コース（zoom個別指導） ￥20,000
1学期 ￥350,000
2学期 ￥350,000

￥680,000

016 コーチングコース ￥20,000
1学期 ￥200,000
2学期 ￥200,000

￥380,000

受講料分割払制度
１学期・２学期の受講料の分割支払いをご希望の方は，以下のようにお願い致します。
（分割払い手数料として５％を頂戴します。※016コーチングコースは一括払いのみ。）
月謝制ではないので，学期途中で受講をキャンセルなさる場合も残金を納入いただきます。

ただし，他講座および他学期への振替は可能です。

コースNO. 入会金 学期総額
（含手数料）

第１回分納額
2026年4月11日
2026年8月27日

第２回分納額
2026年4月27日
2026年9月27日

第３回分納額
2026年5月27日
2026年10月27日

第４回分納額
2026年6月27日
2026年11月27日

第5回分納額
2026年7月27日
2026年12月27日

001 ～006 ￥20,000 ￥451,500 ￥271,500 ￥50,000 ￥50,000 ￥50,000 ￥50,000

007～012 ￥20,000 ￥609,000 ￥309,000 ￥80,000 ￥80,000 ￥80,000 ￥80,000

013～015 ￥20,000 ￥367,500 ￥147,500 ￥60,000 ￥60,000 ￥60,000 ￥60,000

在籍生の保護者の方々から
■興味の幅が広い息子には、様々な学問を横断的に学べるICUが合っていると思っていました。宅浪という形で、中学以来の勉強の遅れを取り戻し、ようやく「受験生」になれたのが昨
年。今年は、最後の本番との覚悟で選んだのが日曜講座でした。「教室」での座学すら久しぶりで、少々気を揉んでいたのですが、生き生きと楽しそうに勉強に取り組んでいました。人文
社会や総合教養の授業での論点を帰宅してから家族で議論したり家族にとっても良い知的刺激となりました。当日は、日曜講座で錬磨され体系化された知識と覚悟を持って受験に臨め

たのではないかと思います。 大変お世話になりました。ありがとうございました。■昨年の春、浪人を息子が決意した際、塾を選ぶアドバイスをしました。「自分が信頼できるところで学
べたらいいね。」息子は大手の予備校を見学した後、昨年半年お世話になった日曜講座に決めたと報告してきました。正直、大手の予備校へ行った方が安心なのではないかと思う気持ち
もありました。しかし、息子が日曜講座の英語の授業は間違いないと言うので、そこまでいうのであればと夫と二人でお話を聞きに伺いました。約1時間こちらの不安な部分について一
つずつ相談に乗ってくだり、入塾が決まりました。それから1年。親にとって長い1年でしたが、あっという間の1年でした。保護者が度々不安になる部分を小池先生、そして服部先生がそ
の都度相談に乗ってくださり、乗り越えることが出来ました。また、数学では、普通の塾ではさじを投げられるような息子の出来にも関わらず、服部先生は非常に根気強く、そして優しく、
わかりやすく最後まで教えてくださいました。心から感謝しております。ICUを受けるというのに、英語が苦手な息子は、小野木先生の英語の授業にひたすら食らいついていきました。そ
の他、五野井先生、濱田先生、国語の伊藤先生、どの授業も楽しく学ぶことが出来たとのことでした。1年間やりきったことが、志望校合格という形になったこと、息子にとって何よりの自
信になりました。これから大変なことがあっても、この一年の経験が支えになるものと確信しています。この1年、息子を支えてつつ、育ててくださった日曜講座、本当にありがとうござい

ました。 ■粘り強く納得がいくまで、息子に寄り添って指導頂いたことに感謝しています。受講の過程で恐らく息子は、今まで自分が積み上げて来たものが何であるか、何に興味がある

のか、何が足りないのかなど明確にできたのではないかと思います。本当にありがとうございました。■寮生活をしているという独特な環境に対しても対応していただき、とてもありが
たく感じております。本人が見つけ、本人の意思で入会を決意しましたが、実際にとても満足しているという感想を聞くので、日曜講座で対策していただけてよかったと思っております。
学校の受験のサポートが少ない中、日曜講座に通ったことで、合格を勝ち取れたと思います。本人も楽しみながら勉強できたことはとても大きなメリットだったと述べていて、意味のあ

る学びができて心からよかったと思っております。■中学受験は保護者の関わりが大きく、表立ったサポートをしましたが、大学受験はだいぶ異なります。本人がどう乗り切るか、乗り越
えられるのか不安も有りました。そこで、高校に上がると同時にICUに最も近い塾に通えるようにしようと、息子が中学生のうちに塾探しを始め、たどり着いたのが日曜講座です。資料
を取り寄せて確認し、また親子で教室を訪ねても行きました。こじんまりとしたアットホームな雰囲気を息子が気に入り、私も息子に合いそうだと思ったので入塾を決めました。入試直前
まで息子が遮二無二なって受験勉強をするという感じにはなりませんでしたが、私の方ではずっとICUにフォーカスしてGTECやIELTSなどICUの受験に使える検定などの日程は抑え、
定期的に受検させていました。自宅では息子のメンタル面も含めた健康管理に気をつけ、時には息抜きも必要と思い休ませたり、サボり気味のときはお尻を叩いたりしつついい時も悪
い時も、｢あなたは大丈夫｣とプラスの声をかけ続ました。また、息子に関する必要な情報はすべて日曜講座の先生と共有し、塾での様子も聞かせてもらいました。個別LINEを繋げてい

ただけたのは、とても有難かったです。3年間、日曜講座に通わせて本当に良かったと思っています。お世話になりました。有難うございます。■日曜講座の授業は、本人にとって新鮮で

楽しい時間だったようです。この年齢で、自分の価値観をじっくり考える経験は貴重だったと思います。ご指導ありがとうございました。■ICUは独特の入試スタイルなので、対策をする
のが難しい大学ですが、日曜講座はICU入試に強い予備校としてよく知られていることが、こちらを選ぶ際の最初の入り口でした。実際に通うようになると、単純な受験のための知識の
詰め込みではなく、学びの喜びや深さを感じることができるプログラムだったようで、1学期より夏期講習、夏期講習より2学期とどんどんと自ら学ぶ姿勢を見せるようになりました。ま
た、大規模な予備校と違ってアットホームな環境であったことも息子にとっては肌に合ったようです。どの授業を受けるといいか相談に行ったり、ICU以外の志望校を決定するときにア
ドバイスしていただいたり、息子にとっては最高のメンターがいてくれたと思いますし、授業がないときにも自習できる環境を用意してくださったり、受験当日は駅に応援に来ていただ

いたり、受講している期間を通じて絶え間なく生徒に寄り添うサポート体制を用意してくださったことがありがたかったです。■息子がお世話になり、本当に有り難うございました。受験
に関する指導のみならず、本人は勉強の楽しさを学んだ様子でした。今日習ったことを家族に一生懸命説明し、また興味の対象が深化するのを見るのは嬉しいものでした。やっとスター
ト地点に立ったばかりですが、学びの楽しさを知れた事が、この一年で何より価値のあったものと思います。また面談の時間をきちんととって頂き、本人が得心行くまでお話が出来たこ

と、受験当日の応援メッセージは、間違いなく本人の大きな支えになっていたと確信しております。先生方には本当に感謝しております。■日曜講座のおかげで、意識がかわり、内側から

意欲がわき、学びを深めることが出来ました。いままでは勉強しなさいといっても勉強しなかったのですが、少しずつ勉強するようになりました。勉強というか、学問の入り口に入り、学

ぶ喜びを見つけたようでした。いままでありがとうございました。■以前より関心があったＩＣＵについて日曜講座で相談させて頂いたのが高２の夏、実際受講し始めたのが高２の３学期
からでした。今まで通っていた大手の予備校と内容もレベルも違い、最初は戸惑いがあった様ですが、夜遅く帰ったにも関わらず、キラキラした目で授業の内容を、高揚しながらよく私達
にしてくれました。高度な内容で挫折も多々あったと思います。ですがこの一年の娘の変化（成長？）はびっくりする程で、先生、スタッフの皆さんにはとても感謝しています。同じ志の生
徒の皆さんと頑張れた事も、娘には大きな励みになりました。結果として合格を頂き、大変嬉しいですが、同時に、この一年の日曜講座での経験は、親として、感謝の気持ちで一杯です。

ありがとうございました。■日曜講座の授業は娘にとって、毎回とても学びの多い時間だったようです。各教科、大変お世話になりました。「学問最前線」では難解な課題書を読んで、と
ても刺激的な時間を経験させていただいたようで、楽しそうに講座の様子を話してくれました。ＩＣＵ受験にあたり、主人と娘でいくつかの塾を訪問したのですが、あまりピンとこなかっ
たようです。新宿は家から遠いということもあり、日曜講座への問い合わせは最後でしたが、日曜講座に決めてよかったと今でもつくづくと話しています。



合格体験記
■OK（都立三鷹中等教育学校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・早稲田・文学部に進学)
ICU（教養）／青山学院（文・比較芸術・共テ利用） ／多摩美術（美術・芸術・共テ利用）にも合格
私は通っていた大学を中退し、4月から日曜講座に入塾しました。高校では理系を選択していましたが、大学で学んだ美術史の分野に興味を持ち、文転を決めました。そのため受験で最も苦労したことは何かと問われると、世界
史の勉強が真っ先に思い浮かびます。出来事の年号どころか、国々の位置すら曖昧な状態から、1年足らずで仕上げなければなりませんでした。そのような状況の私を見て、日曜講座の先生方は頻繁に声をかけて下さり、勉強法
やモチベーション維持についての相談にも乗っていただきました。その結果、共通テストやその後の個別試験ではかなりの手応えを感じ、合格を勝ち取ることができました。また、世界史を学ぶことで現在の世界情勢にある背景
を知り、単なる試験のための勉強にとどまらない成果を得ました。

■FM（都立井草高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ICUに進学)
上智（法・国際関係法・共テ併用）／青山学院（国際政治経済・国際政治・全学部）／明治（政治経済・政治）／中央（法・政治・6学部共通）にも合格
私は2浪して今年ICUに合格することができました。日曜講座ではとにかく「考える」ことを重視して勉強を進めていき、でICUの対策で基礎的な知識や今年でそうなトピックについての理解を深めるための勉強をしていくので
最終的にどこの大学の入試でも役立つ力をつけることができます。私にとって日曜講座て学んだこの1年間で得た経験や知識は入試以上に今後の人生に役立つものばかりでした。ICUに本当に行きたい方もICUの対策だけ日
曜講座に通おうと思ってる方にも1番おすすめの予備校です。

■HD（Whangaparaoa College高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ICUに進学)
上智（外・英・共テ併用）／上智（外・独・共テ併用） ／上智（外・イスパニア・共テ併用）／上智（経済・経営・共テ併用英語選択）／法政（経済・国際経済）／法政（法・国際政治）／成蹊（経営・E方式）／
成蹊（法・政治・E方式） にも合格
4月から日曜講座のICSコースに通いました。それまで海外の高校に通っていたこともあって英語以外の科目では殆どゼロからのスタートとなり、最初は授業を聴いていても理解できない事が沢山ありました。それでも、授業や
課題で分からなかったところは先生に質問していくうちに、徐々に「ああそういうことか！」と疑問が解決していきました。最初こそ周りの浪人生や高校3年生よりも知識や学力で劣っていたそんな自分でも、最後は第一志望とし
ていたICUに合格できたのは日曜講座の先生方のお陰だと思っています。そして何よりも、日曜講座に通っている受験生のほとんどはICUを第一志望としています。同じ目標に向かって努力する仲間がいる心強さは何ものにも
代え難いものだったと感じています。

■HH（平塚学園高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・慶應義塾・文学部に進学)
早稲田（文）／慶應義塾ＳＦＣ（環境情報）／明治（文・心理社会-哲学）／青山学院（文・比較芸術）／明治学院（文・芸術）にも合格
僕は現役で大学全落ちからのスタートでした。現役時代から続いていたICUに入りたいという気持ちを諦めることはできませんでした。そこで浪人をしようという時にであったのが日曜講座のICSコースでした。僕は大人数制の
授業だと遅れを取りがちであるから少人数制で集中的にケアしてもらう方が自分の性に合っていると思ったことと、ICU受験対策講座があるということが日曜講座に入塾する決め手でした。僕は元々勉強の仕方がまるでなって
おらず、その状態から大学合格を目指さなければなりませんでした。そのような中で、講師の方々からはどうすれば上手く勉強できるようになるかについて丁寧に教えて頂きました。また基礎から徹底した授業が一年を通した学
習の強固な土台となりました。ICU受験対策講座では、現代の諸問題に基づいた政治や哲学系の文章や、基礎教養的な話などが幅広くカバーされていて充実していました。また授業で取り扱われている内容はどれも興味深く、
何か疑問あるとすぐ僕は質問してしまいました。その都度講師の方々に納得がいくまで解説していただきました。時には質問に長い時間がかかってしまったりしましたが、それでも丁寧に教えていただきました。特に夏の「英語で
知を読む講座」や「学問の最前線」は、自分の思考をより広く、より深くすることができた一つのターニングポイントとなりました。日曜講座でのICU対策は慶應の小論文など、他大の受験でもすごく力になりました。浪人には一般
的に負のイメージが付き纏うと思いますが、ここでの浪人の一年は今までで1番自由に感じる年でした。改めて日曜講座に入ってよかったと思っています。

■NG（都立新宿高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ICUに進学)
早稲田（文）／青山学院（総合文化政策）／東洋（国際地域）共テ利用 にも合格
高3の頃は、自分は大学で何がしたいのかよく分からないまま、たまたま日曜講座の体験授業に足を運びました。初めて受けた授業での印象は、先生方が、授業内容に関連して社会に対する意見を積極的に述べている事でした。
学校の授業ではほとんどない光景だったのでかなり衝撃的でした。ですが、そうした話を聞いていくうちに、ただ単に社会認識が深くなるだけでなく、考えることが促され、自分がこれからどんなことをすべき/すべきでないかが
少しずつ分かるようになってきます。そうした先に大学で何を学ぶべきなのかがあると思います。それがある程度掴めれば実質受験生として合格だと思っています。受験で合格して難関大学に受かったのに、まともに勉強しない
人間が多いことを見れば分かります。今、大学で何をしたらいいかわからない方はこの塾に入ることをおすすめします。なぜなら分かったほうが大学に入ってからも周りに流されずに自己を持つことができるからです。目標がな
いことについて恥ずかしく思わないほうがいいです。そもそも、それは個人の問題というより、そうした問について考えることを促したり、その思考のサポートをしない教育側に問題があると思います。日曜講座はその点で非常に
優れています。是非検討してみてください。

■HM（都立戸山高校卒・難関私大理系コースに在籍・早稲田・創造理工学部・建築学科に進学)
東京理科（工・建築）／明治（理工・建築）共テ4科目利用 にも合格
私は1年間、日曜講座の授業を自宅でオンデマンドで受講しました。対面で授業を受けなくて大丈夫なのかと始めは不安でしたが、テキストの予習と復習を毎日こなしているうちに自然と成績は上がっていきました。特に英語の
授業では、文法事項や構文だけでなく時事的な社会問題に対する先生の考えを聞くことができ、更にそれを受けて自分はどう思うかを1年を通して考えていたことで、人としても成長できたように思います。この経験が入試の時
にも役に立ち、時事問題を題材にしたハイレベルな英文を読んだり、英作文で自分の意見を書いたりする際にも困ることはありませんでした。また、分からないところがあった時は先生方が基本から丁寧に説明して下さったため、
疑問点をすぐに解決することができました。いつでも質問や相談ができる先生がいる、ということは大事なことで、このおかげで私は安心して勉強に集中し着実に次のステップに進み続けることができました。私のように教室に
通えない人でも（また、ICU志望でなくても！）手厚い指導を受けられ相談しやすいのが、アットホームな雰囲気の日曜講座の魅力だと思います。1年間、日曜講座のオンデマンド授業を受けることができて本当に良かったです！

■SR（國學院高校卒・難関私大理系併願コースに在籍・東京理科・経済学部に進学)
中央（理・物理）／中央（理・物理・英語外部利用）／成蹊（理・理・数理データ・E方式／日本（文理・数学・英語外部利用）／日本（文理・化学・共テ利用）にも合格
現役時代は早稲田理工を第一志望として受験しましたが、早慶上理MARCH群すべて不合格で、浪人せざるを得ませんでした。現役時代は自分のやり方にこだわり、学校の授業を無視していました。しかし、今振り返ると、学校で
の勉強もきちんと取り組むべきだったと強く感じています。基礎を固めるという意味でも、学校の勉強をおろそかにしない方が良いと思います。浪人期の始めは現役時同様、早稲田理工を目指していました。しかし、夏明けに、理
科2科目を諦めて化学選択に変更し、ICUを第一志望にしました。思い返してみるとこれは良い判断だったと思います。日曜講座は少人数制なので先生との距離が近く、質問しやすい環境でした。特にICSコースでは数学や化学
の疑問は授業中でもすぐに質問でき、その場で解決できたのが良かったです。ICSコースの英語では毎回課題が出されるため、私は日曜講座の教材しかやっていませんでしたが、それでも十分力をつけることができました。また、
教室の雰囲気も穏やかで、居心地がよくリラックスして勉強に集中できる環境でした。日曜講座では単に知識を教えるだけでなく、勉強の仕方も指導してくれるので、効率的に学習を進められます。さらに、相談すれば自分に合っ
た課題を出してもらえるので、苦手な部分を重点的に強化できたのも良かったです。少人数ならではの丁寧な指導と柔軟な対応のおかげで、無理なく継続して勉強を続けることができました。受講して本当に良かったと思いま
す。「浪人すれば本気を出せる」と思っている人もいるかもしれませんが、現役で頑張れなかった人は浪人しても変わらないことが多いです。私も計画性がなく、おそらく1日10時間も勉強していませんでした。もっと効率的に進
めるべきだったと反省しています。それでも結果的に時間とお金が解決してくれた部分が大きいです。塾に通い、浪人という1年間の時間をもらえたことで、ICUには届きませんでしたが東京理科大学に合格することができまし
た。私の場合浪人は消極的理由でしたが、浪人したことに後悔はありません。浪人期で、大学で学びたい分野を見つけることができましたし、結果がどうであれ、この1年は今後の人生にとって大切な経験になったと思います。た
だ、現役で合格できるならそれに越したことはありません。これから受験を迎える皆さんは、ぜひ計画的に勉強を進めてください。応援しています！

■ＭＭ（白梅学園高校卒・難関私大文系コースに在籍・早稲田・文学部に進学）
立教（現代心理・映像身体）／中央（文・心理）／明治学院（心理）／東京女子（現代教養）にも合格
私は現役の時は大学の下調べや受験勉強もあまりしっかりしていませんでした。その上、日本史が本当に苦手で10月あたりになっても日本史の成績が伸びないことにショックを受けて、その時から受験が終わるまでスランプ状
態になってしまいました。その結果入れると思っていた大学にも入れず。浪人が決まり日曜講座に通い始めて、受験に対する意識が激変しました。今までの自分の勉強がいかに単純作業で、脳を使わないものだったか痛感しまし
た。それを自覚し自分の学習を改めた結果、現役の時は途方もなく嫌だった受験勉強を苦に感じることがなくなりました。また、現役の時は一時間で集中力が切れていた私も、何倍も長く集中していられるようになりました。また
日曜講座は無駄な時間を無くしてくれたと思います。勉強方法や多様な受験制度など不安になることが沢山ありましたが、先生たちが真剣に具体的なアドバイスをしてくれたのでそれらの事に悩む時間を取られずすみました。そ
して課題を夢中でこなし、授業を受けていたらスランプに陥ることも無く気が付けば受験シーズン。去年から私は成長したのか？苦しいような勉強はしてないのに大学など受かるのか？最後の最後まで不安でいっぱいでした。し
かし、結果は滑り止め校も実力相当校も受かり、さらには自信が全く持てずにいた第一志望校にまで受かったのです！自分でも気づかないうちに成績もあがっていたのでしょう。この一年間は日曜講座に通うことで志望大学合
格以上のものをもらいました。自分を成長させられた一年間だったと思います。自分に自信がない人も、今年の受験がうまくいかなかった人も、自分で考える力をつければ必ず良い結果が待っていると思います。その為に日曜講
座は本当に良い環境だったと、私は思います。

■TK（横浜市立金沢高校卒 ・難関私大文系コースに在籍・早稲田・教育学部に進学）
明治（文・アジア史）／中央（文・東洋史）／東京女子（現代教養・史学）／日本女子（文・史）にも合格
まず最初に言いたいことがある。それは私はＩＣＵが志望校ではなかったことだ。そしてＩＣＵを目指していない人にも、日曜講座を勧めたい。もっというと、英語が苦手な人にこそ、日曜講座に通ってもらいたい。私は中学生の頃
から英語が苦手だった。高校受験を終えた時には「もう英語は絶対勉強しない」と思ったほどだ。だが、それがいけなかった。英語ができなくても世界史と国語ができれば何とかなる、と楽観的に臨んだ現役の受験は、滑り止めし
か受からなかった。それもそのはず。中学レベルの英語も危うい自分が英語を解く際に最も頼りにしていたのは『勘』。なんて恐ろしいことをしていたんだ、と今は思うけれど、当時は試験の数だけ運試しだった。そんな自分が浪人
して大学に合格できたのは、日曜講座のおかげだ。日曜講座では多くのことを学んだ。私の英語が成長したのは「考える」ということを学んだからだ。私はこれまで特に英語は覚えることに時間を費やしていた。しかし覚えること
は勉強ではなく、作業でしかない。本当の教養を身につけるには、熟考することが必要だ。日曜講座では社会で今起きていることに目を向け考える授業をしている。様々な角度から物事を考える機会を与えてくれる。このような
授業は、受験はもちろん、これからの人生で大きく役立つはずだ。もう一つ、私が成長できた要因がある。それは、朝９時半から始まる小テストだ。特に「脳トレ計算トレーニング」で１学期と２学期を通じて毎日受けたテストの数は
100回以上になった。私は数学も苦手で褒められるような点数は取れなかったが、このテストは決してムダにはなっていない。最後に、一年間指導してくださった先生方、苦しいときに支えてくれた日曜講座の仲間たち、そして何
より浪人することを許し、応援してくれた家族に感謝している。ありがとう。

■HA（都立新宿高校卒 ・難関私大文系コースに在籍・早稲田・政治経済学部に進学）
現役時代から約２年間日曜講座でお世話になりました。 私は高校２年生から早稲田大学を志望していましたが結果は芳しくなく、受かった大学に入学しました。しかし、親の勧めや「やっぱり早稲田に行きたい!!」という自分の気
持ちを大事したいと思い、大学に入学して１ヶ月後に再び日曜講座を訪ねました。その時日曜講座のスタッフや先生の方には温かく受け入れていただきとても感謝しています。 再び日曜講座に戻ってからは現役時代の何倍も勉
強に励みました。授業への集中力も確実に高かったと思いますし、模試の結果も上がっていきました。しかし、それだけではありません。授業の合間や休み時間での先生方のお話は社会への目の向け方、大学受験の意義を問い直
す機会を与えてくださいました。「つめこむだけが受験ではない。勉強を通して学力以外にも向上するものがある」これは本当にその通りだと思います。日曜講座で過ごした時間はとても貴重なものでした。色んな人や物と出会う
こともできましたし、自分の短所とも向き合うこともできました。この１年間はかけがえのない一生の宝物です。これからも常に社会に目を向け、自分の知的好奇心を尊重して色んなものを学んでいきたいと思います。 本当に２
年間ありがとうございました！！！

■NK（八千代松陰高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・上智・法学部法律学科に進学）
慶應義塾（経）／早稲田（国際教養）／明治（法）／立教（法）にも合格
私が日曜講座の高卒生コース（ICSコース）に通うようになったのは，浪人生活も半年がすぎた頃でした。大人数の大手予備校は質問できるチャンスが少なく，そのまま流されてしまうのが嫌で宅浪を選んだ自分にとって，半年間
の日曜講座の授業はアットホームな雰囲気の中で行われる集中した，内容の濃いものであり，楽しく学ぶことができました。相談にも本当に親身にのってくださり，先生方にはとても感謝しています。浪人生活は精神的にも不安
や焦燥感にかられたり，模試の結果でいろいろと悩むこともあると思いますが，前向きなき持ちで，日曜講座で合格とステキなサムシングをゲットしてください。

■SA（都立国際高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ ICUに進学）
私が日曜講座に来て変わったこと。 １．英語がわかるようになった。私はこれまで英語が得意なつもりでいたが、実は単語の拾い読みをしていただけだと痛感した。また、どんなに些細な質問でも真摯に答えてくれるので、授業内
容に疑問を残しながら家に帰ることはなかった。 ２．考えることが楽しくなった。自分の興味のあることだけに熱心であった私だが、授業で扱うさまざまな分野の教材を読んだり、先生のお話を聞くうちに、点の集合だった知識が
線でつながる感覚を得た。これが楽しくて、もっと知りたい！と思うようになった。特に、夏期講座の「日本の学問最前線」を受講して、自分が大きく変わったと思う。白熱する議論の中、自身の考えの浅さを痛感した。このままの
自分で大学に行きたくない！と尻に火がついた瞬間であった。 最後に、１年間支えてくださった先生方、トイレに地図を貼りたい！といったわがままに快く対応してくださったり、併願校の相談に乗ってくださったり、精神的に
も大きな支えになりました。本当にありがとうございました。

■TA（都立小山台高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ICUに進学）
私は一年間、高卒生向けＩＣＳコースで指導していただきました。日曜講座は少人数でアットホームな塾です。中でもＩＣＳコースは、同じ大学を目指していたり、それぞれが挫折を経験していたり、同じ仲間に出会える場所でした。
失敗することの恐さを味わった私は、この一年間、何度も心が折れそうになりました。そんな私をさせてくれたのがＩＣＳの仲間と温かい先生方でした。勉学の面においても大きく意識を変えさせられる一年でした。他の塾では触
れることもないような、学問をする意義、姿勢、社会の中で一人の人間としてどう生きるべきかなども、授業中の雑談などを通じて教わりました。これは受験勉強のモチベーションになっただけではなく、人生を歩んでいく土台と
なるのではないかと思います。ＩＣＵに行きたいけど自信がない、そんな人こそ日曜講座に足を運んで欲しいと思います。私は物分りが悪く、理解するのに時間がかかる生徒でした。そんな私の基本的な質問にも、わかるようにな
るまで教えてくださいました。日曜講座は自分ひとりでは辿り着けなかったであろう世界に誘ってくれます。皆さんの夢が叶うよう祈っています。本当にお世話になりました。

■SM(明星学園高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・慶應義塾・法学部に進学)
上智(文)／青山学院(国際政経)(法）(文)にも合格
日曜講座に通って、ただ知識を詰め込むだけの辛い勉強ではなく、自分の頭で物事を考えて追求する勉強法を体得できたことが、私とって最大のプラスだったと思います。その結果、学びたい学問が始めの頃に考えていたより
はるかに多くなり、学部選びに苦労することになってしまいました。でも、日曜講座で得た学問に向かう根本的な姿勢は、大学生活にも関わっていくものですし、さらには人生をどう生きるかにまでつながっていくものだと思い
ます。一年間を振り返ってみて、受験生活に日曜講座を選んだことは最良の選択だったと思います。

■MT(県立佐倉高校卒・難関私大文系併願コースに在籍・慶應義塾・文学部に進学)
早稲田(社会科学)／立教(文)(法)(経)(社会)にも合格
日曜講座に通って一番よかったと思うことは，考える力が飛躍したことです。おかげで型にはまった考えや、丸暗記の勉強から脱却することができ、勉強に対する姿勢そのものが変わりました。また，先生と生徒の距離が近いの
で、いろいろな考え方を聞いたり話し合ったりできたこと、文章を書く機会が多かったことも合格につながったと、今では確信しています。



■YM（青山学院高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・慶応義塾・法学部・政治学科に進学）
慶応義塾（文）／慶応義塾ＳＦＣ（総政）／早稲田・（国際教養）／上智（外・ポルトガル語）／中央（法・国際企業関係法）／明治・（商）／中央・（経済）にも合格
浪人生として過ごした一年間を振り返って思うのは，浪人してよかったということです。勉強していくなかで，自分の甘さ，弱さ，力の無さを知りました。そのことで，もう投げ出してしまいたくなることもありました。でも，逆境をど
う順境に変えるか，そこで人の真価が問われることを知り，ただ勉強をするしか道はないことに気付いてからは，自分ではなく，志望大学の入試問題が納得してくれるような勉強に切り替えました。例えば，世界史なら一問一答で
はなく出来事の内容や関連事項が思い起こせるように，現代文なら正答率よりどれだけ理解できたのか，古文・漢文なら難しそうに見える問題が，基礎しか問うていないことにいかに気付くか，それらを意識するようにしました。そ
れからは，問題を解く際に，何が問われているのか冷静に考えられるようになり，解けなければならない問題と解けなくてもいい，つまり合否に関係ない問題の区別もつくようになりました。日曜講座の先生方が，与えてくださる
知識は膨大な量です。私は他の予備校の授業も受けていましたが，日曜講座では，大学受験に必要なことを妥協なしに網羅してくれます。私はその膨大な知識を頭に入れさえすれば，志望校に合格できると考えていました。しかし，
それは完全な間違いでした。難関大学の入試問題では，知識を備えているのが前提で，その応用力・運用力が問われています。そのことに気付いてからは，覚えにくかったり，覚え切れていないもの全てを頭に入れると決め，一つ
上のレベルに合格できるよう勉強方法を替えました。それからは，難しそうに見える問題にも圧倒されず，何が問われているのかを冷静に考えられるようになっていくのを実感できました。日曜講座が与えてくれる知識は，大学受
験においてその他の予備校に通う生徒より確実に有利になれるものです。しかし，知識の応用・運用力は日曜講座でも，他の予備校でも教えてくれません。試行錯誤を繰り返すなかで，自然に身についていくものだと私は考えます。

■SY（西南学院高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ＩＣＵに進学）
早稲田・（国際教養）／中央（総合政策）／法政（法学部・国際政経）にも合格
くやしかった。…悔しくて泣きながら日曜講座の門を叩いた。卒業式に出て卒業証書をもらっても全然嬉しくなかった。その時の私の手元には合格証書がなかったのだから。そしてそれは人生初の挫折だった。英検だってすべて一
回で通った。高校もトップレベルの私立に入学して，成績も学年内で上位をキープし続けた。でも，当然の結果だと思った。ＩＣＵを第一志望に据えたせいで，普通の受験勉強に手をつけることができなかった。とりあえず定期テスト
で良い成績を修めるために勉強したけれど，ＩＣＵのために何をやっていいかわからず，とうとう３年になってしまった。焦った私は過去問を解いて受験期を過ごした。だけどそれでは大学など受からないことぐらい，これを読んで
いるみなさんならお分かりだろう。ＩＣＵだってどこだって，大学入試というものは普通の受験勉強でしか力がつかないのだから。ＩＣＵの入試は特殊だといわれるけれど，「考える力」を試すという点で，早稲田や慶応の入試と変わ
らないものだと思う。要するに，あれも大学入試の一つのカタチなのだ。今年一年間の受験勉強で私が大切にしたことは，常に自分にシビアになることだった。模試で良い成績を出したとしても満足しないこと，「よし，もっと上もっ
と上」と思って勉強することが大事だと思う。そして，それ以上に重要なことは，わからない問題に出会ったときに，何分かかっても何時間かかってもいいから考えて答えを出そうとすること。それが大学入試で点数を稼ぐ一番の
近道だし，その先の人生にも良い影響を与えると思う。昨年味わった悔しさは一生忘れないけれど，自分の持っているものをのばす努力はできたと思う。これからも不屈の精神と，精一杯の努力で自分の道を切り開きたい。

■TK（県立丸亀高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・早稲田大・文化構想学部に進学）
明治学院大（芸術）にも合格
勉強は一人でするもの。これが今までの自分の考えでした。しかし，日曜講座に一年間通い，もっと大きな文脈で自分を捉えることができるようになり，「対話」することの重要さを学びました。僕はICSコースに在籍していたので，
土曜日にはICU対策講座の授業がありました。ICUを受験するにおいても，とにかく月～金曜日の授業で，３教科の学力を早慶上智のレベルに高めることが課題でした。日曜講座に通い始めた当初，ICU対策の情報量の多さに驚
くばかりでなく，毎日の授業が充実し，いいスタートを切ることができました。日曜講座の授業は決して一方通行ではなく，先生方は何回でも質問を受付けてくれ，また，個人的に質問したところをわざわざ授業で取り扱ってもらっ
たこともありました。自分が一年間やってこれたのは，このようなやりとりのおかげです。他にも，僕は地方出身で，寮にも入らず一人暮らしをし，生活にも不安を感じていましたが，毎週のカウンセリングや脳トレでリズムをつける
ことができ，難なく乗り越えることができました。受験も大きく考えれば，出題者との「対話」ではないだろうか，と思います。しかし，本当の意味で「対話」するには，自分に知識や文章を書くスキルが求められます。この一年は，こう
いったことに気づかされた一年でもありました。これも授業以外でいろいろな事を話してくれた先生方，そして刺激を与えてくれた友達のおかげです。あらためて感謝しています。本当に一年間ありがとうございました。

■KY（東京朝鮮中高級校卒・難関私大文系併願コースに在籍・上智大・総合人間学部・社会学科に進学）
法政（国際文化）にも合格
日曜講座はとても魅力的な塾だと思います。それは，受験勉強だけで終わる塾ではないからです。私は日曜講座での授業やＬＡＳ（Liberal Arts Seminars），先生方との会話を通じて，今までは関心がなかったことにも興味を持
つことができ，狭かった視野を広げることができたと思います。そして，今まで感じることがなかった勉強の”楽しさ”を初めて知ることができ，勉強に対する姿勢も変わりました。結果的に，受験の知識だけでなく，様々な知識を身
につけられたことが合格へ繋がったと，私は感じます。日曜講座で私は素敵な人々とも出会うことができました。生徒と真剣に向き合ってくれる先生方や，互いに助け合ったかけがえのない友達です。 このような経験も日曜講座
であったからこそできたことです。とても辛かったけど，最後まで努力したこの１年は人生の中でも忘れることのできない貴重な時間となりました。このようなすばらしい環境を与えてくれた日曜講座と，支えてくれた親への感謝の
気持ちを忘れず，大学での４年間，目標を達成するためしっかり学んでいこうと思います。

■SA（國學院高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ＩＣＵに進学）
慶應義塾（文）／上智（総合人間・社会福祉）／立教（コミュ福）／明治学院（社会・社会福祉）にも合格
「楽しかった！」浪人生として日曜講座で過ごした私の一年間は，この一言に尽きます。「浪人生活が楽しかったなんて！」と思う方もいるかもしれません。たしかに，私の楽天的な性格がそうさせた部分もあるかと思います。しかし，
この一年間を刺激的で有意義なものにでき，想像以上の良い結果を出すことができたのは，日曜講座の先生方の力にほかなりません。私は高卒生対象の「ICSコース」に１年間在籍しましたが，日曜講座には，他の塾・予備校とは違
う特色がいくつもあると思います。ICUの情報に精通していること，本当に役立つ書籍や参考書の揃うライブラリーがあること（お金の無い受験生には助かる！），個性的な先生方ばかりなこと等々…。その中でも私が特に良かっ
たと思う点を二つ挙げたいと思います。一つは，小さな塾であること。質問したいときには五歩歩けば先生にたどり着く環境ですし，授業中に発言してもちっとも恥ずかしくありません。そして最高の利点は，先生方が生徒の短所を
よく把握してくれているということです。例えば，英単語をほとんど覚えておらず，かといって何もしようとしなかった私の見て，先生やスタッフの方が仕事の時間を割き，二千枚ほどもカードを作って毎日テストをしてくださいま
した。この二ヶ月間の英単語テスト責めがなければ，合格も無かったと思うのです。二つ目は，「考えること」の大事さを教えてくれること。たくさん「覚えていること」＝頭の良さ，になりがちな受験生にとって，考え続けることは案
外できていないことです。しかし，日曜講座には考えるヒントを与えてくださる先生がたくさんいらっしゃいます。例えば夏休みには「世界を知る現代史」という講座がありました。この講座によって，日本史選択の私にも世界がどう
して今の状況になったのか理解でき，これからどうするべきか，考える視野を広げてもらえたと思います。以上のように，日曜講座の先生方は，勉強の面，思考の面，そして精神面から本当に支えになってくださいました。日曜講座
なしには合格はおろか，今の私はありません。本当にありがとうございました。

■TH（浜松学芸高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・早稲田・国際教養学部に進学）
上智（文・哲学）／明治（政治経済）／同志社（文・美学）／明治学院（国際）（文・芸術） にも合格
浪人生としての一年間を地元の静岡から上京し、僕は日曜講座のICSコース（高卒生コース）生として勉強をしてきました。最初は不安もありましたが、様々な事柄を教えてくれる先生方や、自分の興味のあることを熱く語ってくれ
る生徒達と一緒にいると、不安が勉強に対する楽しさに変わっていきました。どんな勉強をするにしても、自分が学ぼうとすることに楽しさを感じることはとても重要なことだと思います。日曜講座で過ごしているうちに、自ずと
この事に気づくことができました。次に僕の勉強法について少し書こうと思います。一つ目は課題についてです。ISCコースは課題が多く出されますが、僕は毎回予習と復習をしっかりこなしていきました。最初はとっっっても大変
でしたが、コツを掴めば自分の決めた時間内にしっかり終わらせることができるようになります。「このくらいの時間内で、自分はこのくらいの量を処理することができる。」という自分の能力も知ることができるので、課題をしっか
りやることは重要なことだと思います。二つ目は「量より質」を心がけることです。量を沢山こなすことによって心理的には安心するかもしれませんが、そのすべてを理解していないのであれば意味はありません。僕は授業とは別に
参考書を使用することはなるべく避け、授業の質を上げることに努力しました。そしてやるべきことが終わったら、余った時間でまた勉強をするのではなく僕は本を読んだり、絵を書いたり、音楽を聴いたり、出掛けたりと思いっき
り遊んでいました。そうすることによって生活にメリハリが生まれ、勉強にも遊びにも集中することができました。上記のことは僕が日曜講座で学んだことです。受験勉強が終わったら、当たり前ですが大学の勉強が始まります。ま
た、大学や大学院を卒業した後も勉強は続いていきます。人生＝勉強といっても過言では無いでしょう。受験勉強の場としだけでなく、一生続く勉強の姿勢を見直す場所としても日曜講座は最適だと思います。僕はこれから興味の
ある事は全部学んでやろうと思っています。

■FM（都立国際高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ ICUに進学）
慶応義塾（文）／明治（情コミ）／中央（総合政策）／青山学院（国際政治経済）にも合格
私は第一志望だったＩＣＵに合格することができました。私が合格できたのは、この一年間を日曜講座で過ごすことができたからだと思っています。日曜講座での一年は本当に毎日が楽しく、充実していました。小さな教室でアット
ホームな雰囲気なので、すぐにみんなと仲良くなれたし、先生への質問もしやすかったです。日曜講座にきている人は、志が高い人が多いので、一緒に勉強していく中でお互いに高めあっていくことができた気がします。授業中は
もちろん、授業以外でも休み時間にする友達や先生とのおしゃべりは、知的好奇心を刺激するものばかりでした。あっという間の一年でしたが、私が常に持ち続けていたのは「みんなで合格したい」という気持ちでした。そんなふう
に思い続けて、がんばることができたのは、日曜講座で過ごす日々が私にとってかけがえのないものとなっていたからだと思います。一年間、本当にありがとうございました。

■HU(横浜市立桜丘高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ICUに進学)
早稲田（文)／明治学院 (社会)にも合格
私はICUが第一志望だったので、日曜講座で総合的な受験対策をしつつICUを目指すのがベストだと思い、このコースに入会しました。コースに入ると、まず予習・復習の仕方について具体的な説明がありました。英語は先生に言
われた通り、予習・和訳・要約に徹し、毎回それを繰り返しました。世界史は年代別・地域別に白地図に重要事項を書き込み、さらに教科書の略年表を作って各国の歴史の流れを確認しました。最初のうちは大変でしたが、そうやっ
て予習・復習をしっかりやっていくなかで試行錯誤し、自分に適した勉強方法を発見することが大切だし、実力につながるのだと実感しました。 日曜講座に通って良かったことは、自分は何をしたいのか、またどうして勉強するの
かということを考えながら一年間を乗り切ることができたということです。それは日曜講座の授業を通して、先生方の知識の広さ、考え方の深さ・多様さに触れることができたからだと思います。

■MA （岡山城東高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・慶応義塾・法学部に進学）
早稲田（教・英語英文）／上智（文・新聞）／立教（文・史）／明治（文）にも合格
大学受験は、例え自分の学力が第１志望の大学に届いていなくとも、１年間精密にやりこなせばどうにでもなると思います。現に、私は社会の科目を日本史から世界史に変更して、わずか１年で出来ました。結局、難しいことは自分
の学力を上げることではなく、持続出来るかどうかです。これは誰もが理解していもなかなか達成出来ることではないでしょう。この精密に持続するために、(1)毎日やるべきことを、形而上で組み立てても徒労に終わるだけなの
で、実際に紙に記録し実行する。(2)常に自分に欠けていることを俯瞰の目をもって捉える、の２点を記憶してみて下さい。私はこの２点を念頭に置いて過ごしました。学力は気付いたら上がっているものです。この体験記が，次の
受験生に役に立つことを願って止みません。皆さんも頑張って下さい。

■SY（桃山学院高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・ICUに進学）
早稲田（文化構想）／立教大（文・英文）にも合格
僕は現役の時ICUに落ちて、浪人を決意し日曜講座に通うことになりました。日曜講座に決めた理由は、受験勉強が無味乾燥な作業に堕するのが嫌だったからです。ここなら本質的な勉強ができるだろうと期待して決めました。実
際にそれができたと自負しています。特に小野木先生は英語だけでなくいろいろな分野に対する関心を引き出してくださったので、勉強になりました。具体的なアドバイスとしては、まず適度にストレスを発散することです。受験は
長期間にわたる戦いなので、いかに時間を使うかがキモだと思います。次に、受験は他人との、でない、自分との戦いだと認識することです。勿論、ライバルを意識し切磋琢磨するのは良いことです。しかしあくまで最後に「自分は
よくやった。」と胸を張って言えるか、というのが重要です。そのことを留意していると、結果的に成績も上がっていきます。最後に、自分の好奇心を広げて学習することです。具体的には世界史などの暗記系科目も、「なぜそうなっ
たか」「現状にどう応用できるか」など、テストに出ないことも自主的にノートにまとめたりすることで、有意義に勉強できます。また、本をできるだけ読み、見識を広げることです。受験勉強中は本を読む時間などない、と思うかもし
れませんが、意外な場面で役立ったりします。

■OH（中央大学附属杉並高校卒・ICU＋難関私大文系併願コースに在籍・早稲田・商学部に進学）
ＩＣＵ（教養）にも合格
私は高卒生対象ICSコースで１年間お世話になりました。日曜講座の授業では、解説はもちろん丁寧なのですが、その内容に重点が置かれていて、根本的な思考力が鍛えられたと思います。特に英語の小野木先生の授業では文法
などの質問もしましたが、テキストで扱った英文の内容についての質問というか、話し合いが結構ありました。英語力だけでなく、英文の内容に対する理解をより深められました。授業で扱う長文の質が良いので、１回目何となく読
んでわかっているような気がしていても、２回３回と読んでいくと、内容だったり英文構造だったりと、自分に見えなかった部分が出てくるし、プラスアルファで単語を覚えられるので楽しかったです。特に直前講座の「ICU直前英
語特訓」でやった内容とほぼ同様の英文が本番で出たので、そういった面でも一石二鳥ならず、一石三鳥くらいだったと思います。英語・国語・小論文・読解力養成・ICU対策と、講座間でリンクする部分も多くあるので、効率的で自
分自身、思考力が上がったと思います。私は、90％がそのままエスカレーター式に大学に進学する付属高校で、模試を受けたことがなく、浪人するときも内心不安だったのですが、週一回の個別面談があったので、安心して勉強に
取り組めました。世界史や国語などの私大入試科目と並行してICU対策ができたのがよかったと思います。

お申し込み方法 ※迷っている方は、お気軽に「無料相談zoom」をご利用ください。

❶面接のお申し込み
このコースでは受講希望者の「頑張るぞ」という気持ちを尊重し，入会時の学力や学習歴は問いません。入会に際
してはテストなどの学力判定は行わず，面談のみを実施します。ご希望の方はe-mail・お電話，またはgoogle
フォームから，ご希望の面談日をご連絡ください。Zoomでの面談も可能です。
❷面談後、申込書を提出ください。受講料は2026年４月11日を目途に納入ください。
❸１学期の開始は４月11日（土）ですが，入会を決めた方はカウンセリングの後，すぐに学習が始められます。また，
3月に開講中の授業（英語・数学・ICU対策）に無料で参加できます。

TEL:03-3370-8359/0120-777-169     MAIL: goukaku@nichiyo-kouza.com
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